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テーマ「⾷」から⾒た⼭都町
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●⼋朔祭応援プロジェクト、⽮部⾼校応援プロジェクトの概要
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熊本県⼭都町とは
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位置と気候

⼈⼝︓14,206⼈
⾯積︓544.67㎢ 県内⾃治体で3番⽬の広さ
⼭都町は九州の真ん中、「九州のへそ」に位置する。
標⾼は200〜1700ｍの準⾼冷地の気候の中⼭間地。
住⺠の40％が第⼀次産業に従事。



紅葉の名所
蘇陽峡

⼭都町最⼤級の滝
五⽼ヶ滝

守り続けてきた
棚⽥

豊かな⾃然環境の象徴
ホタル

⾃然あふれるまち⼭都町
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紅葉の名所
蘇陽峡

⼭都町最⼤級の滝
五⽼ケ滝

守り続けてきた
棚⽥

豊かな⾃然環境の象徴
ホタル



国指定重要⽂化財
通潤橋

⾃然の恵みに感謝
⼋朔祭

400年の歴史
⽕伏地蔵祭

熊本県指定重要無形⽂化財
清和⽂楽

九州のへそにある古都⼭都町

5

国指定重要⽂化財
通潤橋

⾃然の恵みに感謝
⼋朔祭

熊本県重要無形⽂化財
清和⽂楽

400年の歴史
⽕伏地蔵祭



魅⼒ある産業 ⼭都町
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広⼤な森林
林業

豊かな⾃然の中で育まれる
農業



有機農業全国No.1のまち⼭都町
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オーガニック
有機JASとは

丁寧な栽培管理
有機野菜

有機農業とは、化学肥料や農薬に頼らない、環境にやさしい栽培⽅法。
厳しい審査を経て、「有機JAS」を取得でき、そこで作られた野菜だけ
が「有機JASマーク」を表⽰できる。

⾃然の恵み
掛け⼲し⽶

安⼼安全な農産物を提供
⽣産者



1977年 第3回全国
有機農業⼤会が⼭
都町（旧⽮部町）
で開催

1990年 アイ
ガモ農法が始ま
る

1996年 学校給
⾷へ地元の農産物
の導⼊が始まる

2004年 学校給
⾷へ有機野菜の導
⼊が始まる

2017年 ⼭都町
が「くまもとグ
リーン農業推進
宣⾔」を⾏う

⼭都町の有機農業の歴史
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農薬を使⽤しない
アイガモ農法

⼭都町の有機野菜を使⽤
学校給⾷



三側⾯をつなぐ統合的取組
地域社会を有機的に結ぶ有機農業「⼭の都⾷のブランド」創造事業

①⽣産者を核としたプラットフォームの形成
②体験型農業等を通した関係⼈⼝の増加
③⼭都町×有機農業×SDGs普及啓発

〜有機農業を核とした有機的な繋がりが広がる町の実現〜
SDGs未来都市の取り組み

経済
有機農業の拡⼤・推進
安全な⾷の安定供給

社会
安⼼安全な「⾷」の学び
⾼齢者が元気で活躍できる社会

の実現

環境
⽥園回帰をつなぐ
美しい農村景観の次世代継承

①スマート有機農業の実証
②販路拡⼤事業
③地産地売システムの構築
④くまもとグリーン農業推進宣⾔
の活動普及

①新規就農者定着に向けた町内研
修体制の確⽴
②⼦どもたちへの農⼭村体験
③世代間交流
④住環境整備

①エコライフ⽀援事業
②家畜のふん尿を活⽤したバイオ
ガス発電の導⼊
③⽵林整備による農地復元
、⽵資源（⽵粉）を活⽤した
⼟壌改善

有機農
家の増

CO2吸
収量増

求められる⽥
舎「⼭の都ブ
ランド」

安⼼安全な
「⾷」の地
産地売

⽥園回帰か
ら町の担い
⼿へ

豊かな⾃然・美し
い農村景観・伝統
⽂化を次世代へ
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スマート有機農業の
実証

販路拡⼤事業

地産地消システムの
構築 ジビエ認証の取得

有機農業の拡⼤・推進
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スマート有機農業の実証 販路拡⼤事業

地産地消システムの構築 ジビエ認証の取得



新規就農者定着に
向けた

町内研修体制の確⽴

⼦どもたちへの
農⼭村体験

安⼼・安全な⾷の学び
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⼦どもたちへの農⼭村体験

新規就農者定着に向けた
町内研修体制の確⽴



SDGｓターゲット

プロジェクトイメージ
想定寄付企業
（有機野菜で新商品を作りたい
⾷品メーカー）熊本県⼭都町

寄附

（特徴）
⾷を通じて社会貢献
を進める⼀流企業

【メリット】
・新規就農者の増加
・町の伝統でもある有機農業の継承
・プロジェクトを通じた市のPR
・SDGs事例の創出

【メリット】
・ブランドイメージの向上
・⾃治体との連携強化
・地⽅創⽣SDGsの推進
・新商品試作への取り組み

概要

サービス提供企業

⾃治体KPI（地域再⽣計画・地⽅版総合戦略抜粋）

（特徴）
⽇本の有機農業を牽引
し、九州で有機農業者
数が最も多い

企業KPI（中期経営計画）

有機農業を通じた販売を⾏い、地域の魅⼒を全国に発信する。
新規就農者⽀援による就農者増やそれによる関係⼈⼝増を図り、⼈⼝減少にも
⻭⽌めをかけつつ伝統ある有機農業を促進する。

新規雇⽤者数（⼈） 物産館等の売上⾦額（千円/年）
移住者数（⼈/年） 住みやすいと感じる⼈の割合（％）

SDGsを含めた持続可能な社会への貢献につなげる
ブランド価値・企業価値を⾼め、成⻑の原動⼒にする

・商品の販売ルートの確保
・就農者の⽀援 広告代理店、デザイ

ン系の会社 など

SDGsプラットホーム有機農業の⽣産者

新規就農者

SDGs未来都市推進プロジェクト
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SDGｓターゲット

プロジェクトイメージ
想定寄付企業
（まつりや伝統⽂化を通じた社会貢
献、企業PRを⾏いたい企業）熊本県⼭都町

寄附 （特徴）
地域貢献を通じ、
露出増を狙う

【メリット】
・関係⼈⼝の増加
・プロジェクトを通じた市のPR
・SDGs事例の創出

【メリット】
・ブランドイメージの向上
・⾃治体との連携強化
・地⽅創⽣SDGsの推進
・企業のPR

概要

サービス提供企業

⾃治体KPI（地域再⽣計画・地⽅版総合戦略抜粋）

（特徴）
⾃然溢れ、歴史と伝
統を⼤事にしたまち
づくりを⾏っている

企業KPI（中期経営計画）

すべて天然の素材で１年掛けて製作する⼋朔祭の造りものの技術は、ねぶた祭
など⽇本最⾼峰のものと遜⾊はない。次代に残すべきお祭りとして、その価値
を県内外に広げ、お祭りを通じた地域振興、交流⼈⼝や関係⼈⼝の増加を狙う。
伝統⽂化の保全活動に参画することで、参加企業にとっても企業イメージの向
上やPR効果も⽣み出す。

物産館等の売上⾦額（千円/年） 観光⼊込客数（⼈/年）
移住者数（⼈/年） 住みやすいと感じる⼈の割合（％）

SDGsを含めた持続可能な社会への貢献につなげる
ブランド価値・企業価値を⾼め、成⻑の原動⼒にする

⼋朔祭応援プロジェクト

観光客
メディア、デザイ
ン系の会社、グッ
ズなどのメーカー

地元住⺠ ⼋朔祭り応援プロジェクト
・祭りのプロモーション
・祭りの保全、環境整備
・展⽰物などの配信
・グッズなどの制作
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SDGｓターゲット

プロジェクトイメージ
想定寄付企業
（⼆輪メーカー、教育関係 など）熊本県⼭都町

寄附 （特徴）
地域への貢献と
特⾊ある⼈材を
募集する企業

【メリット】
・関係⼈⼝増
・優秀な⼈材の排出
・プロジェクトを通じた市のPR
・SDGs事例の創出

【メリット】
・ブランドイメージの向上
・優秀な⼈材の獲得
・⾃治体との連携強化
・地⽅創⽣SDGsの推進
・地域貢献を通じた企業PR

概要

サービス提供企業

⾃治体KPI（地域再⽣計画・地⽅版総合戦略抜粋）

（特徴）
地域の特⾊を活かし
た教育の推進

企業KPI（中期経営計画）

創⽴以来123年、町内唯⼀の⾼等学校『⽮部⾼等学校』の応援プロジェクト。
『⾷農科学科』『林業科学科』などに加え、全国でも名が通る⽮部⾼校⼆輪⾞
競技部もあり、地域の特⾊も活かした教育を⽀援する。

社会増減の差（⼈） 移住者数（⼈/年）
住みやすいと感じる⼈の割合（％）

SDGsを含めた持続可能な社会への貢献につなげる
ブランド価値・企業価値を⾼め、成⻑の原動⼒にする

⽮部⾼校応援プロジェクト

県内外からの⼊学⽣

メディア など

⽮部⾼校応援プロジェクト
・町内外からの⼊学希望者
への就学⽀援

・⽮部⾼校のPR
・⼈材育成
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企業メリット
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▼町HPにて紹介及び会社HPリンク添付

寄付額10万円〜

▼町広報誌にて会社の紹介

ホームページ掲載イメージ

広報掲載イメージ



企業メリット
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▼ジョーバイデン（梅⽥穰町⻑）からの感謝状（贈呈式）

寄付額100万円〜

寄付額300万円〜

▼ジョーバイデン（梅⽥穰町⻑）との意⾒交換会



企業メリット
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（要相談）
▼棚⽥保全ボランティア参加（社員研修）
▼町内圃場での収穫体験（社員研修）
▼⼭都町の有機農業との連携

寄付額500万円〜



最後に
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これらの有機農業を核としたプロジェクトを進めるにあたって、企業の皆さま
と⼀層連携しながら取り組みを進めて参りたいと考えております。
ご⽀援、ご協⼒をお願いします。

プロジェクトを進めるために

⼭都町の有機野菜が⼿に⼊る︕

⼭都町の有機野菜を販売するECサイト
「⼭の都のやおやさん」が7⽉にオープン
しました。
⼭都町の安⼼安全でおいしい農産物を

是⾮ご賞味ください。

⼭の都のやおやさん 🔍


